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汚染濃度と到達時期の設定
A井戸詳細地下水汚染シミュレーション結果に基づ
き、汚染源から溶出した高濃度のジフェニルアルシ
ン酸（DPAA）を含む汚染地下水が、平成8年1月頃
に直下の深層部の砂礫層に到達したと設定

解析の前提条件解析の前提条件

企業局揚水井戸による揚水はモデル化しているが、
深度等の諸元や利用実態の詳細が不明な一般井
戸等による揚水はモデル化していない

揚水井戸等のモデル化

水位固定境界の設定
「汚染メカニズム中間報告書」の広域地下水シミュ
レーション結果より得られた地下水位及び平成16
年8月以降の地下水位測定結果を基に設定

26

M-20

M-3

B地区 A井戸

ABトラック広域地下水汚染シミュレーション 解析範囲

27

ABトラック広域地下水汚染シミュレーション 地盤モデル

No.20
No.3

A井戸

B地区

28

ジフェニルアルシン酸（ジフェニルアルシン酸（DPAADPAA）溶出量の設定）溶出量の設定

コンクリート様の塊の直下砂礫層
ジフェニルアルシン酸（DPAA）濃度設定

（注）表示は鉛直方向5倍表示
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A井戸詳細地下水汚染シミュレーション値

ABトラック広域地下水汚染シミュレーション設定値
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H15.3

B地区 A井戸

M-3

M-20

M-25

10号

4号

5号

9号

A井戸，B地区

ABトラック南西地域
主要モニタリング井戸

稼働中の企業局揚水井戸

ABトラック広域地下水汚染
シミュレーション結果（一例）

30

B地区の深層部には平成10年1月頃に0.01mg-As/L
の汚染が到達する結果となった。その後、更に周辺
の企業局揚水井戸の揚水の影響を受けながら、AB
トラック南西地域に到達する結果となった。

以上より、B地区及びABトラック南西地域で確認され
ている深層部の地下水汚染は、コンクリート様の塊
が汚染源である可能性が示唆された。

予測解析を行った結果、予測解析開始20年後までは、
汚染範囲は地下水流動方向に対しやや側方へ広が
るものの、以後は緩やかに汚染領域が縮小する結
果となった。

ABABトラック広域地下水汚染シミュレーション結果のまとめトラック広域地下水汚染シミュレーション結果のまとめ
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企業局揚水停止前
（平成15年以前）における
深度30ｍ付近の汚染状況

汚染メカニズム（ABトラック広域範囲）①

32

企業局揚水停止後
（平成15年以後）における
深度30ｍ付近の汚染状況

汚染メカニズム（ABトラック広域範囲）②

33

BB地区詳細地下水汚染シミュレーション地区詳細地下水汚染シミュレーション

B地区周辺には、企業局の揚水井戸、農業用井戸、
一般井戸等があり、過去に様々な用途で地下水が
利用されてきており、これらの地下水利用が地下
水流動に影響を与えている

B地区詳細地下水汚染シミュレーションは、B地区
中心部の東側に位置する農業用井戸からの揚水
等が浅層部の地下水汚染に影響しうるのかを検証
するとともに、B地区の浅層部の汚染メカニズムを
検討することを目的として実施

概要

34

解析の前提条件解析の前提条件

汚染濃度と到達時期の設定

A井戸方向からの汚染の到達時期は、 ABトラック広
域地下水汚染シミュレーション結果より、平成10年1
月頃と設定

水田からの汚染地下水の浸透は、平成13～16年の
灌漑期間中（4月～9月）と設定

揚水井戸等のモデル化

農業用井戸の揚水、近傍の企業局揚水井戸による
揚水、水田からの浸透はモデル化しているが、揚水
量が少なく、利用実態の詳細、井戸構造等が不明
な一般井戸の利用はモデル化していない

35

B地区詳細地下水汚染シミュレーション 解析範囲

農業用井戸

工業用井戸 10号
（汚染確認により

平成15年9月以降休止）

水田
（面積14000m2程度）

大局的な
地下水の流れ

A井戸からB地区中心までの直線距離 約960ｍ

工業用井戸 5号
（汚染確認により平成
15年9月以降休止）

B地区中心

36
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B地区中心

農業用井戸

地下水流れの
方向

汚染地下水濃度等の設定汚染地下水濃度等の設定
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A井戸方向からの汚染地下水濃度

②水田への汚染地下水涵養位置
H13.4～13.9 0.10 mg-As/L
H14.4～14.9 0.15 mg-As/L
H15.5～15.9 0.25 mg-As/L
H16.4～16.9 0.30 mg-As/L

①A井戸方向から
の汚染地下水
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5
0

-10

-20

-30

B地区中心

農業用井戸

B地区詳細地下水汚染シミュレーション結果（一例）

断面位置

灌漑期間中の
汚染地下水の浸透

H15.4

39

B地区の浅層部で検出された汚染は、過去に行われ
た農業用井戸による汚染地下水の揚水や揚水した
汚染地下水の水田への涵養（浸透）などの水利用等
の影響が示唆された。

以上より、B地区付近の表層に別の高濃度の汚染源
がなくとも、A井戸付近から移流してきた汚染地下水
がB地区全体の地下水汚染源になりうることが検証
された。

BB地区詳細地下水汚染シミュレーション結果のまとめ地区詳細地下水汚染シミュレーション結果のまとめ

40

汚染メカニズム（B地区）

汚染状況
（企業局揚水
井戸停止前）

地下水汚染
模式断面

41

これまでの地下水モニタリングの状況から、B地
区やABトラック南西地域においては、A井戸周辺
や掘削調査地点周辺で確認されている高濃度の
地下水汚染は確認されていない。

地下水汚染シミュレーションで汚染状況を再現し
た結果、A井戸周辺、B地区、ABトラック南西地域
等で確認されている地下水汚染については、A井
戸南東90ｍ地点で発見されたコンクリート様の塊
が汚染源であると考えられる。

汚染メカニズムのまとめ①

42

以上より、Ｂ地区やABトラック南西地域には別の
汚染源が存在する可能性は低く、A井戸南東90m
地点において、平成5年6月以降に投入されたと推
定されるコンクリート様の塊が地域全体の地下水
汚染源である可能性が高い。

旧軍関連施設及び旧軍毒ガス兵器等に関する
情報収集調査の結果を踏まえると、ジフェニルアル
シン酸（DPAA）は神栖市内にかつて存在していた
旧軍関連施設において製造・保有されていたもの
ではない。

汚染メカニズムのまとめ②




